ながのエコ・サークル認定制度実施要綱

　（目的）

第１　この要綱は、ごみの減量、リサイクル及び地球温暖化対策の推進により環境保全に配慮した事業活動等に取り組む小売店舗若しくは事業所又は商店街（以下「店舗等」という。）を「ながのエコ・サークル」に認定することにより、市民及び事業者並びに市が一体となったごみの減量、リサイクル運動及び地球温暖化対策の推進を図り、もって資源循環型社会の実現と地球環境の保全に寄与することを目的とする。

　（認定の対象店舗等）

第２　ながのエコ・サークルの認定の対象となる店舗等は、別表に定める認定基準に基づき、次の各号に掲げる事項を実施している本市の区域内の店舗等とする。

　(1) ごみ減量化の推進

　(2) 簡易包装の推進

　(3) リサイクルの推進

　(4) 再生品の利用促進

　(5) 地球環境に配慮した生産活動の推進

　(6) 省エネルギーの推進

　(7) 再生可能エネルギーの適正な利用

　(8) 地域環境に配慮したバイオマス資源の利用

　(9) ごみ減量化及びリサイクルに関する情報発信の推進

　(10)地域環境保全に関する活動の推進
　(11)その他この制度の目的に沿った事業活動

　（認定ランク）

第３　ながのエコ・サークルの認定は、別表に定める認定基準に基づき、ごみ減量、リサイクル及び地球温暖化対策への取組状況に応じて、次に掲げる３段階のランクとする。

　　ゴールド・ランク　シルバー・ランクに該当し、かつ、特に顕著な実績が認め　　られる店舗等

　シルバー・ランク　ごみ減量部門、リサイクル部門、地球温暖化対策部門及び意識啓発部門のうちそれぞれ１項目以上に該当し、かつ、全部門のうち５項目以上に該当する店舗等

　　ブロンズ・ランク　ごみ減量部門及びリサイクル部門のうちそれぞれ１項目以　　上に該当する店舗等

　（申出）

第４　ながのエコ・サークルの認定を受けようとする店舗等は、ながのエコ・サークル認定申出書（別記様式）を市長に提出しなければならない。

　（認定の手続）

第５　市長は、第４の申出書を受理したときは、その内容を審査し、第３の規定により、ながのエコ・サークルの認定の可否を決定するものとする。

２　市長は、前項の規定によりながのエコ・サークルの認定を決定したときは、各ランクの認定証（以下「認定証」という。）を交付するものとする。

　（再申出）

第６　ブロンズ又はシルバーのながのエコ・サークルの認定を受けた店舗等は、上位のランクの認定を受けようとするときは、再度、申出を行うことができる。
　（シンボルマークの使用）

第７　ながのエコ・サークルの認定を受けた店舗等（以下「認定店舗等」とい　　う。）は、市が作成したシンボルマークを使用することができる。

　（認定店舗等の責務）

第８　認定店舗等は、第３に規定するランクを維持するとともに、ごみ減量、リサイクル及び地球温暖化対策の推進に留意し、実践しなければならない。

（確認調査）

第９　市長は、認定店舗等のごみ減量、リサイクル及び地球温暖化対策への取組状況が第３に規定するランクに該当するかを確認するため、当該認定店舗等に対し、質問し、調査し、又は報告を求めることがある。

２　前項の調査は、おおむね３年ごとに行うほか、必要に応じて行うものとする。

３　認定店舗等は、正当な理由なく、第１項の質問又は調査を拒み、又は報告を怠ってはならない。

　（認定の取消し等）

第10　市長は、認定店舗等が第３に規定するランクに該当しなくなったと認めるときは、当該ランクの認定基準に該当するよう要請するものとする。

２　市長は、認定店舗等が第９第３項の規定に違反したとき、前項の要請に応じないときその他認定を受けるにふさわしくないと認めるときは、認定を取り消すことがある。

３　前項の規定により認定を取り消された認定店舗等は、直ちに認定証を市長に返還しなければならない。

　（広報）

第11　市長は、認定店舗等のごみ減量、リサイクル及び地球温暖化対策の推進に係る活動について、広く市民に周知を図るものとする。

　（補則）

第12　この要綱に定めるもののほか、ながのエコ・サークルの認定に関し必要な事項は、市長が別に定める。

附　則（平成９年９月１日告示第 251号）

　この要綱は、平成９年９月１日から施行する。

附　則（平成19年３月15日告示第96号）

この要綱は、平成19年４月１日から施行する。

附　則

　（施行期日）

１　この要綱は、平成29年４月１日から施行する。

　（経過措置）

２　この要綱による改正後のながのエコ・サークル認定制度実施要綱（以下「新要綱」という。）の規定は、この要綱の施行の日以後に行われる認定の申出について適用する。
３　この要綱による改正前のながのエコ・サークル認定制度実施要綱の規定に基づく認定及び当該認定に係る確認調査については、新要綱の規定にかかわらず、なお従前の例による。

別表（第２、第３関係）

　　　　　　　　　　　　　ながのエコ・サークル認定基準

	ごみ減量部門
	 １　ごみ減量化の推進

	
	例
	・繰り返して使用することができない製品の販売又は購入の自粛

・詰め替え製品の積極的な販売又は購入の促進

・事務用紙等の使用量の積極的な抑制

・環境にやさしい容器又は包装材（リサイクルしやすい、リサイクルされた又は焼却時に有害物質を発生しない素材）の積極的な導入

・販売商品の修理サービス等への積極的な取組

・生ごみの堆肥化又は分解消滅

・ごみの排出量の把握

・フードバンクを実施する団体への協力

・食べ残しを減らすための運動の推進

	
	 ２　簡易包装の推進

	
	例
	・包装紙若しくは袋の簡素化若しくは廃止の推進又は買い物袋の持参の奨
　励

・裸売り、計り売り等の積極的な推進

	リサイクル部門
	 ３　リサイクルの推進

	
	例
	・ごみの適正な分別の徹底

・空き缶、空き瓶、牛乳パック、トレイ等の店頭回収

・業務において発生する資源物のリサイクルの推進

	
	 ４　再生品の利用促進

	
	例
	・エコマーク商品等環境保全型商品の販売又は購入の推進

・広告ちらし、事務用紙等への再生紙の積極的な利用

	
	 ５　地球環境に配慮した生産活動の推進

	
	例
	・地球にやさしい製品づくりの推進

・再生原料の利用の促進

・製品の修理サービスの促進

・地球環境に配慮した製品の使用及び販売

	
	 ６　省エネルギーの推進

	
	例
	・デマンド監視装置の設置による電力需要の平準化を実施

・ＬＥＤ照明、トップランナー基準による機器等の採用

・電気自動車、プラグインハイブリット自動車等を社用車に採用

・節電に関する取組

	
	 ７　再生可能エネルギーの適正な利用

	
	例
	・太陽光発電設備を設置し、事業所で発電エネルギーを利用

・太陽熱利用設備を設置し、事業所で熱エネルギーを利用

・地中熱利用設備を設置し、事業所で熱エネルギーを利用

	
	 ８　地域環境に配慮したバイオマス資源の利用

	
	例
	・ペレットストーブ、ペレットボイラー等の利用

・バイオディーゼル燃料の利用

	意識啓発部門
	 ９　ごみ減量化及びリサイクルに関する情報発信の推進

	
	例
	・広告ちらし等による消費者に対するごみ減量化又は再資源化の呼び掛け

・従業員に対するごみ減量等に関する社内教育の実施による意識啓発

・環境に関するイベントの実施及び参加

・環境に関する記事を掲載した情報誌の発行

	
	 10　地域環境保全に関する活動の推進

	
	例
	・地域の清掃等環境美化活動への協力

・事業所周辺又は駐車場の清掃

・植樹などによる緑化運動の推進

・ながの環境パートナーシップ会議への参画

	
	 11　その他この制度の目的に沿った事業活動

	
	例
	・環境に関する事業所内の管理体制の確立

・ISO14001認証取得

・エコアクション２１


別記様式（第４関係）

ながのエコ・サークル認定申出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　（宛先）長野市長

　ながのエコ・サークル認定制度実施要綱第４の規定により「ながのエコ・サークル」の認定を受けたいので、次のとおり申し出ます。

	 eq \o\ad(＜申出者＞,　　　　　　)

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)
	 　長野市

	事業所名
	

	業種
	

	代表者名
	

	 eq \o\ad(連絡先,　　　　)
	TEL０２６－　　　　－　　　

FAX０２６－　　　　－　　　

	担当者名
	

	e-mail
	


　該当する項目の番号に○印を付け、空欄に実施している内容を具体的に記入してく

ださい。

	ごみ減量部門
	 １　ごみ減量化の推進

	
	

	
	 ２　簡易包装の推進

	
	


〈裏面に続く〉


	 ３　リサイクルの推進
	

	
	

	
	 ４　再生品の利用促進

	
	

	
	 ５　地球環境に配慮した生産活動の推進

	
	

	地球温暖化対策部門
	 ６　省エネルギーの推進

	
	

	
	 ７　再生可能エネルギーの適正な利用

	
	

	
	 ８　地域環境に配慮したバイオマス資源の利用

	
	


〈２枚目に続く〉
	意識啓発部門
	 ９　ごみ減量化及びリサイクルに関する情報発信の推進　

	
	

	
	 10　地域環境保全に関する活動の推進

	
	

	
	 11　その他この制度の目的に沿った事業活動

	
	


地球温暖化





対策部門
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